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平成22年９月末現在（　）内は前月比

人　口	 33,442人	（＋５） 15歳未満	 5,392人	（ー14）

65歳以上	 5,512人	（＋11）

平均年齢	 41.03歳

　男	 16,101人	（＋11）

　女	 17,341人	（ー６）

世帯数	 12,306戸	（＋30）
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今月の税金と保険料の　
納付のお知らせ　　　　

　10月は町県民税（第３期）・国民健康保険税（第４期）・介護保
険料（第４期）・後期高齢者医療保険料（第３期）の納付月です。

　普通徴収の方の納期限は、 10月25日です。
　＊後期高齢者医療保険料は 11月１日です。

口座振替をご利用の方は、前日までに口座へご入金ください。
特別徴収の方は、１０月受給の年金から天引きされます。

問  税金は税務課（☎ ６３７・３１１７～３１１８）
　　保険料は健康推進課（☎ ６３７・３１１５）

上
程
議
案
等

６
日

◆
平
成
21
年
度
藍
住
町
一
般
会
計
の
決
算

（
別
記
報
告
）

◆
平
成
21
年
度
藍
住
町
特
別
会
計（
国
民
健

康
保
険
事
業
）の
決
算（
別
記
報
告
）

◆
平
成
21
年
度
藍
住
町
特
別
会
計（
老
人
保

健
事
業
）の
決
算（
別
記
報
告
）

◆
平
成
21
年
度
藍
住
町
特
別
会
計（
介
護
保

険
事
業
）の
決
算（
別
記
報
告
）

◆
平
成
21
年
度
藍
住
町
特
別
会
計（
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
）の
決
算（
別
記
報
告
）

◆
平
成
21
年
度
藍
住
町
特
別
会
計（
後
期
高

齢
者
医
療
事
業
）の
決
算（
別
記
報
告
）

◆
平
成
21
年
度
藍
住
町
特
別
会
計（
藍
寿
苑

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
）の
決
算（
別
記
報
告
）

◆
平
成
21
年
度
藍
住
町
特
別
会
計（
水
道
事

業
）の
決
算（
別
記
報
告
）

◆
平
成
21
年
度
藍
住
町
特
別
会
計（
下
水
道

事
業
）の
決
算（
別
記
報
告
）

◆
平
成
22
年
度
藍
住
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
歳
入
歳
出
と
も
に
１
億
３
百
万
円
増
額

し
、　

予
算
総
額
を
86
億
１
千
３
百
万
円

と
す
る
）

◆
平
成
22
年
度
藍
住
町
特
別
会
計（
国
民
健

康
保
険
事
業
）補
正
予
算（
歳
入
歳
出
と
も

に
１
億
３
千
20
万
円
増
額
し
、
予
算
総
額

を
28
億
３
千
40
万
円
と
す
る
）

◆
藍
住
町
重
度
心
身
障
害
者
等
に
対
す
る
医

療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

◆
藍
住
町
廃
棄
物
の
処
理
お
よ
び
清
掃
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

〈
報
告
〉

◆
藍
住
町
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
を
説

明
す
る
書
類
の
提
出
に
つ
い
て

◆
平
成
21
年
度
財
政
健
全
化
判
断
比
率
の
報

告
に
つ
い
て

◆
平
成
21
年
度
水
道
事
業
会
計
資
金
不
足
比

率
の
報
告
に
つ
い
て

◆
平
成
21
年
度
下
水
道
事
業
会
計
資
金
不
足

比
率
の
報
告
に
つ
い
て

以
上
町
長
提
案一

般
質
問

13
日

　

小
川
幸
英
議
員
、
小
堀
克
夫
議
員
、
西
川

良
夫
議
員
、
林
茂
議
員
、
小
西
浩
昭
議
員
、

永
浜
茂
樹
議
員
の
６
氏
が
登
壇
、
行
政
全
般

に
関
す
る
質
問
を
行
い
ま
し
た
。（
一
般
質
問

の
内
容
は
11
月
発
行
予
定
の「
議
会
だ
よ
り
」

で
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

任
期
は
、
平
成
22
年
10
月
１
日
～

平
成
26
年
９
月
30
日

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
選
任
の

同
意
に
つ
い
て

　

再
任　

山
田　

俊
昭　

氏　
　

67
才

奥
野
字
和
田

   

任
期
は
、
平
成
22
年
10
月
12
日
～

平
成
25
年
10
月
11
日

◆「
選
択
的
夫
婦
別
姓
を
認
め
る
民
法
の
一

部
改
正
」に
反
対
を
求
め
る
意
見
書〈
議
員

提
案
、
可
決
〉

◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
の
推
薦
に
つ
き
意
見

を
求
め
る
こ
と（
町
長
か
ら
の
諮
問
）

◆
閉
会
中
の
継
続
審
査
申
出
書　

感
謝
状
の
贈
呈

　

９
月
17
日
、
町
は
、
喜
田
修
町
議
会
議
員

に
、
議
会
議
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
精
励

さ
れ
、
議
長
や
副
議
長
の
重
職
を
歴
任
さ
れ

る
な
ど
議
会
の
円
滑
な
運
営
と
町
勢
発
展
に

多
大
の
貢
献
を
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
感
謝

状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

9月議会

平
成
22
年
第
３
回
藍
住
町
議
会
定
例
会

は
９
月
６
日
開
会
し
、
町
長
提
案
の
15

議
案
と
議
員
提
案
の
１
議
案
を
原
案
ど

お
り
可
決
し
、
17
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

お礼の言葉を述べる
喜田議員

上
程
議
案
等

17
日

◆
藍
住
町
教
育
委
員
会
委
員
任
命
の
同
意
に

つ
い
て

　

新
任　

中
野　

昭
美　

氏　

55
才

笠
木
字
東
野



地方交付税
14億2,026万円
地方交付税
14億2,026万円

国庫支出金
18億5,365万円

国庫支出金
18億5,365万円

地方債
5億7,830万円

地方債
5億7,830万円

県支出金　4億8,431万円県支出金　4億8,431万円

地方消費税交付金
2億5,303万円

地方消費税交付金
2億5,303万円

地方譲与税　1億397万円地方譲与税　1億397万円
地方特例交付金　5,571万円地方特例交付金　5,571万円

その他　2億6,408万円その他　2億6,408万円
利子割交付金　2,412万円利子割交付金　2,412万円

町税
37億8,146万円
町税
37億8,146万円

自自

歳入総額
98億6,200万円

財財財財
源源源源

主主

依依
存存

分担金および負担金
3億5,671万円
分担金および負担金
3億5,671万円

使用料および手数料
2億7,303万円
使用料および手数料
2億7,303万円

繰越金　2億5,313万円繰越金　2億5,313万円
その他　3,987万円その他　3,987万円
繰入金　1億2,038万円繰入金　1億2,038万円
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地方交付税	 １４億２，０２６万円
　地方公共団体の財政需要に即した必要な財源を確保する
ために、国民の負担する税を国と地方公共団体がそれぞれ
の財政需要によって配分することにより地方公共団体の財
源の均衡化と財源の保障を行う制度

地　方　債	 ５億７，８３０万円
　事業を行おうとする際、また財源不足をきたす場合、と
くに一時に多額の資金を要するとき、これを特殊の機関に
よって調達し、一定の約束のもとに将来、税その他の収入
をもって返済する義務を負うものをいう。地方債の機能と
して、財政支出と財政収入の年度間調整、住民負担の世代
間の調整、国の経済政策との調整等もある。

国庫支出金	 1８億５，３６５万円
　地方団体の支出する特定の経費に対して国の負担する支出金。

地方消費税交付金	 ２億５，３０３万円
　消費譲与税に代えて創設され、都道府県間で精算を行っ
た額の２分の１を、各市町村に対し一定の基準に応じて、
県より交付される

地方譲与税	 １億　３９７万円
　地方税収入の１つで、もともと国税として徴収され地方
公共団体に譲与される。
　■地方揮発油譲与税	 １，６７７万円
　■自動車重量譲与税	 ７，５６７万円
　■地方道路譲与税	 １，１５３万円

地方特例交付金	 ５，５７１万円
　恒久的な減税に伴う減収の一部を補てんするための減税
補てん特例交付金、ならびに、児童手当の制度拡充が行わ
れたことから、これに伴う地方負担の増加に対応するため
創設された児童手当特例交付金で構成され、国より交付され

分担金および負担金	 ３億５，６７１万円
　給食負担金、保育所運営費負担金、老人保護措置費入所者負担
金および市町村負担金、身体障害者更生援護施設入所者負担金等

県支出金	 ４億８，４３１万円
　地方団体の支出する特定の経費に対して県の負担する支出金

（県を通じて支出される国庫支出金も含まれる）

繰入金	 １億２，０３８万円
　特別会計からの繰入金と基金からの繰入金

繰越金	 ２億５，３１３万円
使用料および手数料	 ２億７，３０３万円
　住宅使用料、幼稚園授業料、福祉センター・女性センター
使用料、戸籍・事務・税務手数料、督促手数料等

利子割交付金	 ２，４１２万円
　利子割額に相当する額の５分の３を、各市町村にかかる
個人県民税収入額の割合に応じて、県より交付される

その他	 ３億　３９５万円
■自動車取得税交付金	 ２，３８０万円
　県税の目的税として、道路に関する費用に充てるために創設された

もので、市町村には税額の100分の95の70％相当額が交付される
■配当割交付金	 ７４２万円
　株式等の配当等に課税される配当割について、その３分の２

相当額が交付される
■株式等譲渡所得割交付金	 ３７２万円
　株式等譲渡所得等に課税される株式等譲渡所得割につい

て、その３分の２相当額が交付される
■交通安全対策特別交付金	 ４９４万円
■寄付金	 １３０万円
■財産収入	 １億４，９３７万円
■諸収入	 １億１，３４０万円

　平成21年度の一般会計決算がまとまり、平成22年第３回
藍住町定例議会において審議され、９月17日に原案どおり
認定されましたので、その概要を報告（公表）します。
 　歳入、歳出差引額は、５億252万円であり、実質収支は
翌年度への繰越額2億3,801万円を除いた、２億6,224万円
です。
 　この額の10％2,620万円を財政調整基金に積立をし、
２億3,604万円を平成22年度へ繰越しました。

町税の内訳
町民１人当たりの町税負担額（114,250円）

町民税…17億3,928万円 軽自動車税…7,108万円
１人当たり　52,549円 １人当たり　 2,148円

固定資産税…17億8,199万円 町たばこ税…1億8,911万円
１人当たり　53,840円 １人当たり 　5,714円 

実質収支に関する調書 
区　　　　　分 金　　　額

歳 入 総 額 9,862,009,130円
歳 出 総 額 9,361,757,536円
歳 入 歳 出 差 引 額 500,251,594円

翌年度へ繰越
すべき財源

⑴　継続費逓次繰越額 0円
⑵　繰越明許費繰越額 238,013,600円
⑶　事故繰越し繰越額 0円

計 238,013,600円
実 質 収 支 額 262,237,994円

実質収支のうち地方自治法第233条の2の規定による基金繰入額 26,200,000円

一 般 会 計  歳 入   歳 出   決 算 報 告

一 般 会 計 歳 入

歳入  ９８億６，２０１万円 歳出  ９３億６，１７６万円

平成２１年度まちの台所



●土木費…18,751円 ●民生費…73,939円 ●総務費…48,928円

●教育費…69,695円 ●農林水産業費…2,346円 ●衛生費…25,936円

●消防費…12,211円 ●公債費…27,628 円 ●議会費…2,717円 ●労働費…404円 ●商工費…294円 ●諸支出金…0円

歳出総額
93億6,176万円

民生費
24億6,761万円
民生費
24億6,761万円

教育費
23億8,017万円
教育費
23億8,017万円

衛生費
10億5,828万円
衛生費
10億5,828万円

公債費
9億1,445万円
公債費
9億1,445万円

総務費
14億9,864万円
総務費
14億9,864万円

消防費 4億418万円消防費 4億418万円

土木費 4億4,401万円土木費 4億4,401万円

農林水産業費 7,965万円農林水産業費 7,965万円 議会費 9,249万円議会費 9,249万円
労働費 1,312万円労働費 1,312万円
商工費 913万円
諸支出金 4万円諸支出金 4万円

民　生　費	 ２４億６，７６１万円
　町民が一定の水準の生活と安定した社会生活を保障する
のに必要な経費であり、具体的には社会福祉、身体障害者、
高齢者、児童福祉、災害救助関係の経費
■社会福祉費	 5億1,397万円
■老人福祉費	 3億8,974万円
■障害者福祉費	 4億2,099万円
■児童福祉費	 11億1,440万円
■国民年金事務取扱費	 1,708万円
■災害救助費	 － 円
■住民福祉費	 930万円
■在宅福祉事業費	 212万円

教　育　費	 ２３億８，０１７万円
　教育委員会、小・中学校、社会教育等すべての教育関係
の費用

■教育総務費	 1億1,836万円
■小学校費	 7億9,896万円
■中学校費	 2億1,665万円
■幼稚園費	 3億3,907万円
■社会教育費	 1億5,065万円
■文化費	 3億5,550万円
■体力づくり費	 4,910万円
■学校給食費	 3億5,188万円

総　務　費	 １４億９，８６４万円
　行政の管理業務、企画調整業務、財政・財務管理に要する経
費、戸籍、統計、広報、徴税、選挙、交通安全等に要する経費

■総務管理費	 11億9,921万円
■徴税費	 2億2,448万円
■戸籍住民基本台帳費	 4,186万円
■選挙費	 2,960万円
■統計調査費	 271万円
■監査委員費	 77万円 

農林水産業費	 ７，９６５万円
　農業委員会費、農業対策の事務の組織等の一般的行政経
費、農業振興指導に関する事項で生産および出荷対策、農
業土木、農業構造改善、畜産振興等の経費

消　防　費	 ４億　４１８万円
　松茂町、北島町、藍住町が組織する板野東部消防組合の
負担金の他、消防施設や災害対策の経費

衛　生　費	 １０億５，８２８万円
　町民が健康にして衛生的な生活環境を保持するための経
費で具体的には保健衛生、ごみ、し尿の処理にかかる経費、
公害対策費等
■保健衛生費	 2億2,405万円
■清掃費	 11億2,183万円
■公害対策費	 －万円

公　債　費	 ９億１，４４５万円
　町が借金（起債）してお金を借入れた後の、毎年の元本返済、
利息支払等のための諸費用

土　木　費	 ４億４，４０１万円
　土木関係人件費、土木共通事務等に要する経費ならびに
道路橋梁費、河川費、都市計画費、災害土木関連費等
■土木管理費	 7,818万円
■道路橋梁費	 1億3,459万円
■河川費	 1,279万円
■都市計画費	 1億7,416万円
■住宅費	 4,429万円

議　会　費	 ９，２４９万円
　議会活動に要する経費で、主に議員の報酬および費用弁
償、委員会の運営費および分担金等

労　働　費	 １，３１２万円
　労働者のための各種施設（勤労女性センター、勤労青少年
ホーム）の管理に要する経費、各種講座等経費

商　工　費	 ９１３万円
　商工業の振興、その他観光事業等の経費

諸支出金	 ４万円
　事業目的の積立金や定額の資金を運用する目的の積立金等

※町民１人当りの町税および支出は平成２1年４月１日現在の人
口３３，０３３人によります

※表示金額未満の端数処理の都合で、各項目の額と総額が
一致しない場合があります

一 般 会 計 歳 出
町民１人あたりの決算額
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平成２２年度藍住町職員等の給料（報酬）について （平成22年4月1日現在）　

区　　分
特別職定員数 
及び職員数 

（人） 

給料 （報酬）
月　　額 
（円） 

期末・勤勉手当（＊は、期末手当のみ） 

６月 12月 計 

＊町　　長 1 793,000 

1.45月 1.60月 3.05月

＊副 町 長 2 634,400 

＊教 育 長 1 586,800 

＊議　　長 1 333,000 

＊副 議 長 1 277,500 

＊議員職員 14 222,000 

職　　　員 264 336,400（平均） 1.95月 2.20月 4.15月

職員の平均給料月額・平均年齢 
区　　分 平均給料月額 平均年齢 

　初任給基準（一般行政職）				     
大卒 172,200円　短大卒 152,800円　高校卒 140,100円

一般行政職 342,400円 45.6歳 

技能労働職 334,900円 50.2歳 

部門別職員数の状況  （教育長を含む）　

区　　　　分
職員数（人） 

対前年増減数
平成21年度 平成22年度 

一 般 行 政 部 門 169 165 △ 4 

教 育 関 係 部 門 62 62 0 

水道・藍寿苑他特別会計部門 44 38 △ 6 

合　　　　計 275 265 △ 10 

■歳出の性質別内訳（平成２1年度普通会計決算）

投 資 的 経 費
　（普通建設事業費）　 18億1,633万円 投資的経費

18.4％

人 件 費 19億5,086万円

義務的経費
37.4％扶 助 費 8億2,072万円

公 債 費 9億1,445万円

物 件 費 17億4,222万円

その他の経費
44.2％

維 持 補 修 費 3,984万円

補 助 費 等 11億9,826万円

積 立 金 1,960万円

投 資・ 出 資 お よ び
貸 付 金 0万円

繰 出 金 8億5,853万円

■主な財政指数等 （平成２1年度普通会計決算）

経常収支比率
　経常的な経費のために、経常的な一般財源が
どれだけ充用されたかを示す比率です。この比
率が低い団体の財政構造は、弾力性があると考
えられ、普通70～80％が標準的とされています。

86.7％

公 債 費 比 率

　標準的な状態で通常収入されるであろう経
常的な一般財源総額に占める公債費（借入金の
元金と利子の支払いに要する経費）の一般財源
所用額の比率です。この比率が高い団体につ
いては公債費の増加に歯止めをかけ財政構造
の健全性を確保する必要があります。

10.3％

実質公債費比

　平成18年４月に地方債制度が許可制度から
協議制度に移行したことに伴い導入された指
標であり、公債費による財政負担の程度を示
すもの。従来の起債制限比率に公営企業（特別
会計）の公債費への繰出金、一部事務組合の公
債費負担金等の公債費類似経費を参入してい
る、この比率が18％以上の団体は、引き続き
県の許可が必要となる。

8.5％

財 政 力 指 数

　基準財政需要額（その地方公共団体が合理的
かつ妥当な水準の行政を行い、または施設を
維持するために必要な財政需要の額）に対す
る、基準財政収入額（その地方公共団体が通常
標準的に徴収し得るであろうと考えられる税
収入の75％と地方譲与税の合計額）の割合で、
通常３か年度の平均値を使用し、地方公共団体
の財政力の強弱を示す指標として用いられます。

0.737

標準財政規模

　その地方公共団体の標準的な状態で通常収
入されるであろう経常的な一般財源の規模を
表します。これは、標準的な行政活動を行う
ために必要な経常的な一般財源の総量を示す
ものですので、財政分析や財政運営の指標の
算出のために利用されることが多くあります。

59億　　　
9,178万円

積立金現在高 　将来の大型事業や緊急的支出のためなどに
備え、積立（預金）た金銭の残高

26億　　　
7,175万円

地 方 債 残 高 　今までの事業による公債（借金）の残高 65億　　　
9,659万円

No 799 ■ 広報あいずみ5



No 799広報あいずみ ■ 6

平成21年度　特別会計決算状況

老 人 保 険 事 業

国民健康保険事業

介 護 保 険 事 業

平成２１年度１人当たりの医療費（近隣町村との比較） （単位：円・％）

藍住町 Ａ　町 Ｂ　町 Ｃ　町 県下平均対前年度比 対前年度比 対前年度比 対前年度比 対前年度比
一　　般 294,735 104.23 320,912 100.78 301,120 101.22 264,984 92.83 338,171 102.44 
退職者等 312,937 79.79 302,134 79.39 394,164 94.91 495,838 82.61 365,586 91.58 
後期高齢 908,367 113.67 904,939 113.13 967,585 109.78 940,410 116.04 910,000 113.11 

実質収支に関する調書 
区　　　　分 金　　　額 

⒈ 歳 入 総 額 2,895,038,940円  
⒉ 歳 出 総 額 2,731,800,606円  
⒊ 歳 入 歳 出 差 引 額 163,238,334円  

⒋翌年度へ繰越
　すべき財源

継続費逓次繰越額 0円
繰越明許費繰越額 0円
事故繰越し繰越額 0円

計 0円
⒌ 実 質 収 支 額 163,238,334円  
⒍実質収支のうち地方自治法第233 
　条の2の規定による基金繰入額 0円

実質収支に関する調書 
区　　　　分 金　　　額 

⒈ 歳 入 総 額 36,317,215円  
⒉ 歳 出 総 額 33,983,215円  
⒊ 歳 入 歳 出 差 引 額 2,334,000円  

⒋翌年度へ繰越
　すべき財源

継続費逓次繰越額 0円
繰越明許費繰越額 0円
事故繰越し繰越額 0円

計 0円
⒌ 実 質 収 支 額 2,334,000円  
⒍実質収支のうち地方自治法第233 
　条の2の規定による基金繰入額 0円

平成21年度1人当たりの介護給付費 
居宅介護 施設介護 

藍　住　町 1,373,117 3,253,262 
Ａ　　　町 1,282,414 3,367,672 
Ｂ　　　町 1,197,933 3,423,052 
Ｃ　　　町 1,266,466 3,483,505 

実質収支に関する調書 
区　　　　分 金　　　額 

⒈ 歳 入 総 額 1,838,200,238円  
⒉ 歳 出 総 額 1,726,596,120円  
⒊ 歳 入 歳 出 差 引 額 111,604,118円  

⒋翌年度へ繰越
　すべき財源

継続費逓次繰越額 0円
繰越明許費繰越額 0円
事故繰越し繰越額 0円

計 0円
⒌ 実 質 収 支 額 111,604,118円 
⒍実質収支のうち地方自治法第233 
　条の2の規定による基金繰入額 0円

国保税
608,824,884円（21.0%）
国保税
608,824,884円（21.0%）

保険給付金
1,813,457,922円（66.4%）
保険給付金
1,813,457,922円（66.4%）

国庫支出金
800,595,658円（27.7%）
国庫支出金
800,595,658円（27.7%）

療養給付金
187,671,000円（6.5%）
療養給付金
187,671,000円（6.5%）

前期高齢者交付金
444,011,752円（15.3%）
前期高齢者交付金
444,011,752円（15.3%）

県支出金 116,710,776円
（4.0%）
県支出金 116,710,776円
（4.0%）

繰入金 155,559,377円
（5.4%）
繰入金 155,559,377円
（5.4%）

総務費 17,254,005円
（0.6%）
総務費 17,254,005円
（0.6%）

後期高齢者支援金
309,659,966円（11.3%）
後期高齢者支援金
309,659,966円（11.3%）

保健事業費
19,173,209円（0.7%）
保健事業費
19,173,209円（0.7%）

介護納付金 129,931,889円（4.8%）介護納付金 129,931,889円（4.8%）

繰越金 161,957,307円
（5.6%）
繰越金 161,957,307円
（5.6%）

共同事業その他 419,708,186円（14.5%）共同事業その他 419,708,186円（14.5%）

共同事業その他 402,450,626円（14.7%）共同事業その他 402,450,626円（14.7%）

老人保健拠出金 39,872,989円（1.5%）老人保健拠出金 39,872,989円（1.5%）

歳 入歳 入
2,895,038,940円2,895,038,940円

歳 出歳 出
2,731,800,606円2,731,800,606円

支払基金交付金 1,277,208円（3.5%）支払基金交付金 1,277,208円（3.5%）

国庫負担金 6,623,225円（18.2%）国庫負担金 6,623,225円（18.2%）

諸収入 3,366円（0.0%）諸収入 3,366円（0.0%）

諸支出金 31,431,849円（92.5%）諸支出金 31,431,849円（92.5%）

医療諸費 2,551,366円（7.5%）医療諸費 2,551,366円（7.5%）

繰越金 25,958,291円（71.6%）繰越金 25,958,291円（71.6%）
一般会計繰入金
1,070,000円（2.9%）
一般会計繰入金
1,070,000円（2.9%）

県支出金
1,385,125円（3.8%）
県支出金
1,385,125円（3.8%）歳 入歳 入

36,317,215円36,317,215円

歳 出歳 出
33,983,215円33,983,215円

介護保険料
346,385,780円（18.84%）
介護保険料
346,385,780円（18.84%）

負担金 20,577,134円
（1.12%）
負担金 20,577,134円
（1.12%）

支払基金交付金
461,114,529円（25.09%）
支払基金交付金
461,114,529円（25.09%）

県支出金 231,647,182円
（12.60%）
県支出金 231,647,182円
（12.60%）

繰越金 136,297,616円
（7.41%）
繰越金 136,297,616円
（7.41%）

財産収入 32,000円（0.00%）財産収入 32,000円（0.00%） その他 267,280円（0.02%）その他 267,280円（0.02%）

総務費 30,478,329円（1.77%）総務費 30,478,329円（1.77%）
介護認定審査会費
32,375,073円（1.88%）
介護認定審査会費
32,375,073円（1.88%）

介護給付費
1,546,918,912円（89.59%）

介護給付費
1,546,918,912円（89.59%）

基金積立金
20,000,000円（1.16%）

基金積立金
20,000,000円（1.16%）

地域支援事業費
36,338,857円（2.10%）
地域支援事業費

36,338,857円（2.10%） 諸支出金 60,484,949円（3.50%）諸支出金 60,484,949円（3.50%）

繰入金 263,463,717円
（14.33%）
繰入金 263,463,717円
（14.33%） 国庫支出金

378,415,000円（20.59%）
国庫支出金
378,415,000円（20.59%）

歳 入歳 入
1,838,200,238円1,838,200,238円

歳 出歳 出
1,726,596,120円1,726,596,120円
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下 水 道 事 業

介護サービス事業（地域包括支援）

後期高齢者医療事業

藍寿苑介護サービス事業

実質収支に関する調書 
区　　　　分 金　　　額 

⒈ 歳 入 総 額 188,473,365円  
⒉ 歳 出 総 額 184,910,463円  
⒊ 歳 入 歳 出 差 引 額 3,562,902円  

⒋翌年度へ繰越
　すべき財源

継続費逓次繰越額 0円
繰越明許費繰越額 0円
事故繰越し繰越額 0円

計 0円
⒌ 実 質 収 支 額 3,562,902円  
⒍実質収支のうち地方自治法第233 
　条の2の規定による基金繰入額 0円

実質収支に関する調書 
区　　　　分 金　　　額 

⒈ 歳 入 総 額 10,971,320円  
⒉ 歳 出 総 額 10,971,320円  
⒊ 歳 入 歳 出 差 引 額 0円

⒋翌年度へ繰越
　すべき財源

継続費逓次繰越額 0円
繰越明許費繰越額 0円
事故繰越し繰越額 0円

計 0円
⒌ 実 質 収 支 額 0円
⒍実質収支のうち地方自治法第233 
　条の2の規定による基金繰入額 0円

実質収支に関する調書 
区　　　　分 金　　　額 

⒈ 歳 入 総 額 282,355,490円  
⒉ 歳 出 総 額 265,896,557円  
⒊ 歳 入 歳 出 差 引 額 16,458,933円  

⒋翌年度へ繰越
　すべき財源

継続費逓次繰越額 0円
繰越明許費繰越額 0円
事故繰越し繰越額 0円

計 0円
⒌ 実 質 収 支 額 16,458,933円  
⒍実質収支のうち地方自治法第233 
　条の2の規定による基金繰入額 0円

実質収支に関する調書 
区　　　　分 金　　　額 

⒈ 歳 入 総 額 397,925,977円  
⒉ 歳 出 総 額 375,553,385円  
⒊ 歳 入 歳 出 差 引 額 22,372,592円  

⒋翌年度へ繰越
　すべき財源

継続費逓次繰越額 0円
繰越明許費繰越額 11,900,000円
事故繰越し繰越額 0円

計 11,900,000円
⒌ 実 質 収 支 額 10,472,592円  
⒍実質収支のうち地方自治法第233 
　条の2の規定による基金繰入額 0円

後期高齢者医療保険料
141,013,900円（74.8%）
後期高齢者医療保険料
141,013,900円（74.8%）使用料および手数料

48,000円（0.0%）
使用料および手数料

48,000円（0.0%）

繰入金
43,650,000円（23.2%）

繰入金
43,650,000円（23.2%）

繰越金 3,095,533円（1.6%）繰越金 3,095,533円（1.6%） 諸収入 665,932円（0.4%）諸収入 665,932円（0.4%）

総務費 6,796,202円（3.7%）総務費 6,796,202円（3.7%）

後期高齢者医療
広域連合納付金
177,930,161円（96.2%）

後期高齢者医療
広域連合納付金
177,930,161円（96.2%）

予備費 0円予備費 0円諸支出金
184,100円（0.1%）

諸支出金
184,100円（0.1%）

歳 入歳 入
188,473,365円188,473,365円

歳 出歳 出
184,910,463円184,910,463円

歳 入歳 入
10,971,320円10,971,320円

歳 出歳 出
10,971,320円10,971,320円

予防給付費 10,971,320円（100.0%）予防給付費 10,971,320円（100.0%）

介護予防サービス事業費 10,971,320円（100.0%）介護予防サービス事業費 10,971,320円（100.0%）

介護給付費
189,767,605円（67.21%）
介護給付費
189,767,605円（67.21%）

利用者負担金
41,040,037円（14.53%）
利用者負担金
41,040,037円（14.53%）

使用料および手数料
30,000円（0.01%）
使用料および手数料
30,000円（0.01%）

予防給付費 
2,689,788円（0.95%）
予防給付費 
2,689,788円（0.95%）

特養ホーム事業費 
232,124,029円（87.30%）
特養ホーム事業費 
232,124,029円（87.30%）

デイサービス事業費
30,185,237円（11.35%）
デイサービス事業費
30,185,237円（11.35%）

居宅介護支援事業費
132,937円（0.05%）
居宅介護支援事業費
132,937円（0.05%）

公債費 3,454,354円（1.30%）公債費 3,454,354円（1.30%）

一般会計繰入金
35,821,000円（12.69%）
一般会計繰入金
35,821,000円（12.69%）

雑収入 188,762円（0.07%）雑収入 188,762円（0.07%）前年度繰越金
12,501,615円（4.43%）
前年度繰越金
12,501,615円（4.43%）

国庫補助金 316,683円（0.11%）国庫補助金 316,683円（0.11%）

歳 入歳 入
188,473,365円188,473,365円

歳 出歳 出
184,910,463円184,910,463円

歳 入歳 入
397,925,977円397,925,977円

歳 出歳 出
375,553,385円375,553,385円

国庫補助金 73,700,000円（18.5%）国庫補助金 73,700,000円（18.5%）

繰入金
127,840,000円（32.1%）
繰入金
127,840,000円（32.1%）

繰越金5,112,710円（1.3%）繰越金5,112,710円（1.3%）
管理費
41,752,372円（11.1%）
管理費
41,752,372円（11.1%）

建設費 256,064,000円（68.2%）建設費 256,064,000円（68.2%）

諸支出金 77,737,013円
（20.7%）

諸支出金 77,737,013円
（20.7%）

諸収入 8,487,227円
（2.1%）

諸収入 8,487,227円
（2.1%）

町債
169,300,000円

（42.6%）

町債
169,300,000円

（42.6%）

使用料および手数料 4,430,040円（1.1%）使用料および手数料 4,430,040円（1.1%）分担金および負担金 7,500,000円（1.9%）分担金および負担金 7,500,000円（1.9%）

県支出金 1,556,000円
（0.4%）
県支出金 1,556,000円
（0.4%）
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企業債
630,000,000円（98.6%）

企業債
630,000,000円（98.6%）

排水設備工事
845,603,273円（98.4%）
排水設備工事

845,603,273円（98.4%）

企業債 8,775,657円（1.0%）企業債 8,775,657円（1.0%）
給水設備工事
5,183,125円（0.6%）
給水設備工事
5,183,125円（0.6%）

その他営業収益
11,119,821円（2.4%）
その他営業収益
11,119,821円（2.4%）

総経費
68,228,506円（23.2%）
総経費
68,228,506円（23.2%）

減価償却費
89,461,836円（30.4%）
減価償却費
89,461,836円（30.4%）

その他営業費用
3,308,714円（1.1%）
その他営業費用
3,308,714円（1.1%）

原水および浄水費
69,905,524円（23.8%）
原水および浄水費
69,905,524円（23.8%）

配水および給水費
47,798,195円（16.2%）
配水および給水費
47,798,195円（16.2%）

受託工事費 13,911,430円（4.7%）受託工事費 13,911,430円（4.7%）

企業債利息 656,707円（0.2%）企業債利息 656,707円（0.2%）資産減耗費 1,123,747円（0.4%）資産減耗費 1,123,747円（0.4%）

分担金収益 9,678,586円
（2.0%）
分担金収益 9,678,586円
（2.0%）

受託工事収益 9,078,352円
（1.9%）
受託工事収益 9,078,352円
（1.9%）

給水収益
440,962,916円
（93.7%）

給水収益
440,962,916円
（93.7%）

工事負担金 8,683,885円（1.4%）工事負担金 8,683,885円（1.4%）

資本的収入（税抜）資本的収入（税抜）
638,683,885円638,683,885円

資本的支出（税抜）資本的支出（税抜）
859,562,055円859,562,055円

収益的収入（税抜）収益的収入（税抜）
470,839,675円470,839,675円

収益的支出（税抜）収益的支出（税抜）
294,394,659円294,394,659円

２．資本的収支の内訳１．収益的収支の内訳

　

平
成
19
年
６
月
に「
地
方
公
共
団
体
の
財

政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」が
公
布
さ
れ
、

地
方
公
共
団
体
は
、
前
年
度
決
算
に
基
づ
い

た
新
し
い
財
政
指
標（
健
全
化
判
断
比
率
・

資
金
不
足
比
率
）を
算
定
し
、
公
表
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
早

期
健
全
化
基
準
を
一
つ
で
も
超
え
た
地
方
公

共
団
体
は
、
財
政
健
全
化
計
画
を
定
め
自
主

的
か
つ
計
画
的
に
財
政
の
健
全
化
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
本
町
で
は
、
平
成
19
年
度
決

算
か
ら
健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率

を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
た
び
平
成
21
年
度
決
算
に
よ
る
健

全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
な
お
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
得
て
財
政
改
革
を
進
め
て
い
る
効
果
が
表

れ
、
前
年
度
と
同
様
に
全
て
の
指
標
に
お
い
て

基
準
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率・資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て

◎健全化判断比率

指　　標 平成21年度 早期健全化基準 備　　考

① 実 質 赤 字 比 率 － １４．４５％ 実質黒字額
262,238 千円

② 連結実質赤字比率 － １９．４５％ 連結実質黒字額
1,046,786 千円

③ 実 質 公 債 費 比 率 ８．５％ ２５．０％

④ 将 来 負 担 比 率 １１．８％ ３５０．０％

◎資金不足比率

特別会計の名称 平成21年度 経営健全化基準

① 水 道 事 業 会 計 － ２０．０％

② 下 水 道 事 業 会 計 － ２０．０％

実 質 赤 字 比 率 …一般会計における実質赤字額の標準財政規模に対
する比率。

連結実質赤字比率 …一般会計および特別会計における実質赤字額の標
準財政規模に対する比率。

実 質 公 債 費 比 率 …一般会計が負担する公債費（借入金償還費）の標準
財政規模に対する比率。

将 来 負 担 比 率 …一般会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財
政規模に対する比率。

資 金 不 足 比 率 …公営企業会計の資金不足額がその会計の事業規模
に対する比率。

標 準 財 政 規 模 …藍住町が標準的な状態のとき、通常収入されると
考えられる経常的一般財源の規模。（標準税収入額
＋普通交付税＋地方譲与税）

財政用語の説明

水 道 事 業

給 水 人 口 ３３，１９３人 給 水 戸 数 １０，４４４戸 年間総配水量 ４,５８４,９１７ｔ　 有 収 率 ９１．８１％
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●
資
源
ご
み
の
持
ち
去
り
を
禁
止
し
ま
す

　

近
年
、
ご
み
集
積
場
所
か
ら
資
源
ご
み
を

持
ち
去
る
行
為
が
、
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
町
で
は
、
廃
棄
物
の
減
量
化
・
資

源
化
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
平
成
22
年
９

月
に「
藍
住
町
廃
棄
物
処
理
お
よ
び
清
掃
に

関
す
る
条
例
」の
一
部
を
改
正
し
、
ご
み
集

積
場
所
か
ら
資
源
ご
み
を
持
ち
去
る
行
為
を

禁
止
し
ま
し
た
。

●
条
例
改
正
の
概
要

①
町
ま
た
は
、
町
か
ら
委
託
を
受

け
た
者
以
外
が
、
ご
み
集
積
場

所
に
出
さ
れ
た
資
源
ご
み
を
、 

収
集
・
運

搬
す
る
こ
と
を
禁
止
し
ま
す
。

②
資
源
ご
み
を
持
ち
去
る
者
に
対
し
て
、
禁

止
命
令
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
禁
止
命
令
に
違
反
し
た
者（
持
ち
去
り
行

為
者
や
持
ち
去
り
を
行
わ
せ
た
法
人
等
）

　

路
線
バ
ス
の
利
用
促
進
策
と
し
て
、
10
月

31
日（
日
）に「
バ
ス
１
０
０
円
の
日
」が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　
「
バ
ス
１
０
０
円
の
日
」は
、
県
内
で
た
く

さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
バ
ス
で
出
か
け
て
み
ま
し
ょ

う
。

●
バ
ス
路
線
の
維
持
に
つ
い
て

　

路
線
バ
ス
は
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進

展
、
少
子
化
・
過
疎
化
の
進
行
等
に
よ
り
利

用
者
が
減
少
し
、
そ
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て

お
り
、
た
い
へ
ん
厳
し
い
状
況
で
す
。

　

先
日
も
、
町
内
を
走
る
か
じ
や
原
線
が
廃

止
さ
れ
る
意
向
で
あ
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
、

協
議
し
た
結
果
、
路
線
維
持
の
た
め
関
係
市

町
が
赤
字
額
の
大
部
分
を
補
て
ん
す
る
こ
と

に
よ
り
、
廃
止
を
ま
ぬ
が
れ
た
経
緯
が
あ
り

ま
す
。

　

路
線
バ
ス
は
、
高
齢
者
や
子
ど
も
、
障
が

い
の
あ
る
方
な
ど
交
通
弱
者
の
た
め
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
交
通
手
段
で
す
。
住
民
の
皆

さ
ん
の
利
用
に
よ
り
バ
ス
路
線
の
維
持
に
努

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

は
、 

20
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

●
資
源
ご
み

　

缶
・
び
ん
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
古
紙
・
金

属
類
・
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

●
条
例
施
行
日　

平
成
23
年
１
月
１
日

●
持
ち
去
り
行
為
を
見
か
け
た
場
合
は

①
持
ち
去
り
行
為
の
日
時
、場
所
、持
ち
去
っ

た
者
や
車
両
等
の
特
徴
な
ど
の
情
報
を
、

生
活
環
境
課
ま
た
は
西
ク
リ
ー
ン
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

②
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
も
、
持
ち
去

り
行
為
を
行
っ
て
い
る
者
に
接
触
し
た

り
、
車
両
を
制
止
し
た
り
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

問 

生
活
環
境
課（
☎
６
３
７
・
３
１
１
６
）

　
　

 

西
ク
リ
ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
☎
６
９
２
・
７
４
１
１
）

資
源
ご
み
の
持
ち
去
り
禁
止
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た

 

「
バ
ス
１
０
０
円
の
日
」
実
施

～平成21年度のごみ処理費用をお知らせします～
　平成21年度のごみ量とごみ処理費用は次のとおりです。
　まず、平成21年度の可燃ごみ量を平成20年度と比較すると、２．４％の減になります。不燃ごみ量につ
いても、８．５％の減となっています。
　次に、ごみ処理費用ですが、平成21年度の収入は、ごみ処理手数料（事業系ごみや粗大ごみ処理手数料）
が１，４８１万円、古紙等の販売代金が６９６万円、ごみ袋収入が３，３８７万円で、収入の総額は５，
５６４万円です。
　これに対する支出の総額は、３億５，２１８万円です。支出総額から収入総額を差し引いた金額がごみ
処理に要した費用となります。
　この金額を住民１人当たりに換算すると８，９００円となり、平成20年度の１１，６００円と比較をす
ると２，７００円の減少となりました。
　以上のように町のごみ量は、住民の皆さんのご理解とご協力により、減量化が図られています。古紙類・
缶類・ペットボトル等は「資源ごみ」となり、リサイクルができますので、今後とも分別収集にご協力を
くださいますようお願いします。 
問  生活環境課　（☎637・3116）

区　分 ２1 年度 ２０年度 比　較 区　分 ２1 年度 ２０年度 比　較

事業系ごみ処理手数料 10,353 11,275 △ 922

西クリーン
ステーション
管理費

352,180 439,939 △ 87,759

家電リサイクル運搬手数料 40 80 △ 40

粗 大 ご み 処 理 手 数 料 4,419 4,730 △ 311

古 紙 等 販 売 代 金 6,960 11,172 △ 4,212

指 定 ご み 袋 収 入 33,871 28,841 5,030

合　　　計 55,643 56,098 △ 4,212 合　計 352,180 439,939 △ 87,759

（収入の部） （支出の部） （単位 千円）
平成21年度ごみ処理費用収支決算書

区　分
２1

年度
２0

年度
比　較

可燃ごみ 7,446 7,628 △ 182

不燃ごみ 2,815 3,075 △ 260

（単位 トン）

藍住町ごみ処理量
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町
で
は
、
臨
時
職
員
登
録
の
受
付
を
行
い

ま
す
。
登
録
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
、
必
要
に

応
じ
て
臨
時
職
員
等
と
し
て
雇
用
し
ま
す
。

１　

職
務
内
容

　

一
般
事
務
、
看
護
師（
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
含

む
）、
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、
調
理
員
、

介
護
員
、
作
業
員（
ゴ
ミ
収
集
・
発
掘
作
業
）

な
ど

２　

条　
　

件

　

看
護
師
、
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
に
つ
い

て
は
資
格
を
有
す
る
方

▼
看
護
師
・
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭

…
原
則
と
し
て
60
歳
未
満

▼
一
般
事
務
・
調
理
員
・
介
護
員
・
作
業
員

…
原
則
と
し
て
65
歳
未
満

※
藍
住
町
の
町
税
と
国
民
健
康
保
険
税
の
滞

納
が
な
い
こ
と

３　

賃　
　

金 

〈
22
年
度
参
考
・
日
額
〉

６
，
５
０
０
円
…
一
般
事
務
、
調
理
員
、

　
　
　
　
　
　
　

介
護
員
、
発
掘
作
業
員

７
，
１
０
０
円
…
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭

８
，
６
０
０
円
…
看
護
師
、

　
　
　
　
　
　
　

ゴ
ミ
収
集
作
業
員

※
通
勤
が
２
ｋ
ｍ
以
上
の
場
合
は
通
勤
手
当

有
り

４　

採
用
期
間

　

平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
24
年
３
月

31
日
ま
で
の
間
で
、
必
要
に
応
じ
て
随
時

５　

登
録
方
法

　

市
販
の
A
４
版
履
歴
書
１
通（
写
真
貼
付

の
も
の
）と「
町
税
等
の
納
税
状
況
調
査
同
意

書
」を
役
場
総
務
課
に
持
参
ま
た
は
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
郵
送
に
よ
る
申
し
込

み
の
場
合
は
、
封
筒
の
表
に「
臨
時
職
員
登

録
」と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
看
護
師
・
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
に
つ
い

て
は
、
資
格
証
等
の
写
し
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

※
履
歴
書
に
は
、
希
望
職
種
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

※「
町
税
等
の
納
税
状
況
調
査
同
意
書
」の
様

式
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

６　

受
付
期
間

　

10
月
18
日（
月
）～
11
月
19
日（
金
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）

７　

採
用
方
法　

　

書
類
選
考
と
面
接（
採
用
す
る
場
合
の
み

連
絡
し
ま
す
）

８　

そ
の
他

▼
平
成
22
年
度
中
に
登
録
さ
れ
た
方
に
つ
い

て
も
、
希
望
さ
れ
る
場
合
は
23
年
度
も
新

し
く
登
録
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
提
出
い
た
だ
い
た
履
歴
書
は
返
却
で
き
ま

せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

９　

お
問
い
合
わ
せ

〒
７
７
１

－

１
２
９
２

藍
住
町
奥
野
字
矢
上
前
52
番
地
１

総
務
課（
☎
６
３
７
・
３
１
１
１
）

　

こ
の
た
び
町
で
は
、
民
間
保
育
所
・
私
立

幼
稚
園
へ
子
ど
も
を

預
け
ら
れ
て
い
る
家

庭
に
対
し
少
子
化
対

策
の
一
環
と
し
て
保

育
料
・
授
業
料
を
助
成

す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、
本
町
に
住
民
登
録
を

し
、
居
住
し
て
い
る
児
童
で
、
現
に
扶
養
し

て
い
る
児
童
が
３
人
以
上
い
る
世
帯
の
第
３

子
以
降
の
児
童
が
認
可
外
保
育
所
・
私
立
幼

稚
園
等
に
入
所
・
入
園
し
て
い
る
場
合
で
す
。

　

対
象
と
な
る
認
可
外
保
育
所
・
保
育
料
や

利
用
形
態
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

●
対
象
保
育
所

　

県
へ
の
設
置
届
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
施
設

で
あ
り
、
認
可
保
育
施
設
指
導
監
督
基
準
を

満
た
す
旨
の
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
施

設
。

●
保
育
料

　

町
の
認
可
保
育
所
に
お
け
る
保
育
に
準
ず

る
基
本
的
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費

用
。

●
利
用
形
態

　

対
象
認
可
外
保
育
所
と
保
育
に
つ
い
て
月

単
位
で
利
用
契
約
を
し
て
い
る
こ
と
。

●
申
請
期
間

▼
４
月
か
ら
９
月
分
は

10
月
１
日
か
ら
10
月
末
日
に
受
付

▼
10
月
か
ら
12
月
分
は

１
月
４
日
か
ら
１
月
末
日
に
受
付

▼
１
月
か
ら
３
月
分
は

４
月
１
日
か
ら
４
月
末
日
に
受
付

　

申
請
書
は
福
祉
課
・
教
育
委
員
会
に
備
え

て
い
ま
す
が
、
施
設
の
在
籍
証
明
・
保
育
料
・

授
業
料
の
領
収
書
・
そ
の
他
審
査
に
必
要
な

書
類
を
添
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

福
祉
課（
☎
６
３
７
・
３
１
１
４
）

　

   

教
育
委
員
会（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

  

町
の
伝
統
産
業
、
歴
史
、
統
計
情
報
な
ど

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

配
布
場
所　

企
画
政
策
課（
役
場
３
階
）

配
布
時
間　

平
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

問 

企
画
政
策
課（
☎
６
３
７
・
３
１
２
４
）

平
成
23
年
度 

藍
住
町
臨
時
職
員
募
集

子
育
て
支
援

第
３
子
以
降
の
保
育
料
・
授
業
料
に
助
成

町
制
施
行
55
周
年

　
「
ａ
ｉ
ｚ
ｕ
ｍ
ｉ
55
」
を

　
　
　

無
料
配
布
し
て
い
ま
す
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●
児
童
扶
養
手
当
制
度

　

平
成
22
年
８
月
１
日
か
ら
、
父
子
家
庭
の

児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
手
当
の
支
給
に
あ
た
っ
て
は
、
必

ず
福
祉
課
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

※
７
月
31
日
以
降
に
支
給
要
件
に
該
当
と

な
っ
た
場
合
は「
該
当
し
た
日
の
翌
月
分
」

か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
。（
平
成
22
年
８

月
～
11
月
分
の
手
当
の
支
給
は
、
同
年
12

月
と
な
り
ま
す
）

平
成
22
年
11
月
30
日
ま
で
に
忘
れ
ず
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
11
月
30
日
を
過
ぎ
る
と
、
申
請
の
翌
月
か

ら
の
支
給
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

●
医
療
費
助
成
制
度

　

平
成
22
年
10
月
診
療
分
か
ら
、
父
子
家
庭

の
方
が
入
院
し
た
場
合
の
保
険
医
療
の
自
己

負
担
分
が
助
成
さ
れ
ま
す
。
対
象
者
は
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
で
き
る
所
得
水
準
で
あ
る

父
と
子
で
す
。

　

申
請
月
の
初
日
か
ら
の
認
定
と
な
り
ま

す
。

　

申
請
に
あ
た
っ
て
の
必
要
書
類
は
世
帯
状

況
等
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
ど
ち
ら
の
制
度

も
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

福
祉
課 

（
☎
６
３
７
・
３
１
１
４
）

販
売
開
始　

10
月
19
日（
火
）よ
り
売
切
れ
終
了
ま
で

販
売
場
所　

町
商
工
会
館（
奥
野
字
矢
上
前
41
・
３
）

販
売
時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

購
入
で
き
る
方　

町
内
に
住
所
の
あ
る
方

販
売
単
価　

１
セ
ッ
ト
１
万
円（
商
品
券
１
，
０
０
０
円
×
11
枚
つ
づ
り
）

購
入
限
度　

お
１
人
様
10
万
円
ま
で

有
効
期
限　

平
成
23
年
２
月
28
日（
月
）ま
で

※
10
月
19
日（
火
）か
ら
町
内
各
取
扱
い
店
の
ノ
ボ
リ
や
ス
テ
ッ
カ
ー
の
あ
る
お
店
で
！

問 

町
商
工
会 

（
☎
６
９
２
・
２
８
１
６
）

父
子
家
庭
の
方
へ 

～
児
童
扶
養
手
当

              

医
療
費
助
成
制
度
申
請
受
付
中
～

町
商
工
会
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
「
あ
い
プ
ラ
ス
カ
ー
ド
」
発
行

10
％
も
お
得
な
「
あ
い
プ
ラ
ス
カ
ー
ド
」

　

９
月
20
日
、
第
34
回
敬
老
の
つ
ど
い
が
町

民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

75
歳
以
上
の
２
，
５
１
７
人（
男
性
９
０
０

人
、
女
性
１
，
６
１
７
人
）の
う
ち
招
待
者
や

来
賓
な
ど
約
５
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
前
に
は
藍
住
東
中
学
校
吹
奏
楽
部
の

演
奏
、
西
小
学
校
児
童
に
よ
る
藍
こ
な
し
歌

の
踊
り
、
梅
若
流
啄
穂
会
の
民
謡
が
披
露
さ

れ
、
出
席
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
わ
き
お
こ

り
ま
し
た
。

  

式
典
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て
石
川
町

長
か
ら「
高
齢
者
の
方
が
健
や
か
に
生
活
で

き
る
よ
う
、
健
康
づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く

り
を
推
進
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
環

境
や
、
地
域
に
お
け
る
支
援
体
制
の
整
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。皆
様
方
の
幸
せ
を
願
い
、

ま
す
ま
す
の
ご
長
寿
を
ご
祈
念
し
ま
す
。」と

挨
拶
。
そ
の
後
、ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚（
27
組
）、

金
婚（
50
組
）を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
に
、
祝

い
状
と
記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、
西
小
学

校
６
年
生
の
稲
井
喜
基
さ
ん
、
尾
木
原
美
由

紀
さ
ん
か
ら
出
席
者
代
表
へ
花
束
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
同
小
学
校
６
年
生
の
斎
藤

真
生
さ
ん
か
ら「
皆
さ
ん
の
お
元
気
そ
う
な

お
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
う
れ

し
い
で
す
。
小
学
校
の
運
動
会
に
は
、
ぜ
ひ

お
こ
し
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
も
、
元
気
に

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。」と
お
祝
い
の
言
葉
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
招
待
者
を
代
表
し
て
、
近
藤
善
孝

さ
ん
か
ら「
こ
れ
か
ら
も
健
康
で
、
毎
日
を
楽

し
く
過
ご
し
た
い
」謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

町
内
最
高
齢
者▲

中
野
コ
ハ
ル
さ
ん

（
徳
命
・
明
治
40
年
２
月
16
日
生
ま
れ
・

１
０
３
歳
）

男
性
最
高
齢
者▲

犬
伏
正
重
さ
ん

（
明
治
42
年
６
月
18
日
生
ま
れ
・
１
０
１

歳
）

町
内
１
０
０
歳
以
上
の
方

▲

男
性　

２
人　

▲

女
性　

５
人

第
34
回
敬
老
の
つ
ど
い

総額５千500万円

西小　斉藤真生さんのお祝いのことば

西小学校児童による藍こなし歌の踊り

ダイヤモンド婚を迎えられた
近藤さんご夫妻
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　本年度の町の費用助成は住民税非課税世帯・生活保護世帯の方となっています。
　また、65歳以上の住民税課税世帯（その他の世帯）の方は、例年どおり医療機関窓口で

（町内医療機関に限ります）1,500円のご負担をお願いします。
　なお、住民税課税世帯の小児への費用助成はありません。

※住民税非課税世帯・生活保護世帯の方が町外医療機関で接種された場合は申請により
返還します。

●住民税非課税世帯・生活保護世帯の方
　費用負担軽減証明書を健康推進課または保健センターで交付します。
申請時間　平日の午前８時30分～午後５時
申請に必要な物

①印鑑
②本人が確認できるもの（保険証等）

 問  健康センタ− （☎692・8658）

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金 

都
市
再
生
整
備
計
画
（
藍
住
地
区
）

～ 

事
後
評
価
原
案
の
公
表 

～

新型インフルエンザ
　　　　      ワクチン接種費用のお知らせ

　

町
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
国
土
交
通
省

の
事
業
採
択
を
受
け
、「
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金（
旧
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
）」を
活
用

し
て
、「
だ
れ
も
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
町

づ
く
り
」を
目
指
し
て
、
近
年
の
宅
地
開
発

や
大
規
模
小
売
店
舗
の
進
出
な
ど
に
伴
う
問

題
を
解
決
す
る
た
め
の
道
路
整
備
や
排
水
路

整
備
、
健
康
増
進
の
た
め
の
公
園
整
備
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

事
業
期
間
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
平
成
22

年
度
ま
で
の
３
か
年
で
、
現
在
、
最
終
事
業

年
度
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
事
後
評
価
を
終
え
、
本
地
区
の

事
後
評
価
原
案
と
し
て
取
り
ま
と
め
ま
し
た

の
で
公
表
し
ま
す
。

● 

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
と
は

　

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
と
は
、
活
力

創
出
、
水
の
安
全
・
安
心
、
市
街
地
整
備
、

地
域
住
宅
支
援
と
い
っ
た
政
策
目
的
を
実
現

す
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
が
作
成
し
た
社

会
資
本
整
備
総
合
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
目

標
実
現
の
た
め
の
基
幹
的
な
社
会
資
本
整
備

事
業
の
ほ
か
、
関
連
す
る
社
会
資
本
整
備
や

ソ
フ
ト
事
業
を
総
合
的
・
一
体
的
に
支
援
し
、

地
方
公
共
団
体
に
と
っ
て
自
由
度
が
高
く
、

創
意
工
夫
を
生
か
せ
る
総
合
的
な
交
付
金
と

し
て
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

● 

事
後
評
価
に
つ
い
て

　
「
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
」事
業
で

は
、
事
業
実
施
前
の
計
画
段
階
で
目
標
と
な

る
数
値
指
標
を
設
定
し
、
最
終
年
度
に
事
後

評
価
を
行
い
、
達
成
状
況
の
確
認
、
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
構
想
の
設
定
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
評
価
結
果
を
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
こ
と
で
、
交
付

金
事
業
の
効
果
の
持
続
や
次
の
ま
ち
づ
く
り

へ
の
展
開
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
評
価
結
果

を
公
表
し
、
意
見
収
集
す
る
こ
と
で
、
町
民

に
対
す
る
説
明
責
任
を
果
た
す
と
と
も
に
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
行
政
・
町

民
等
の
協
働
で
検
討
し
ま
す
。

● 

事
後
評
価
公
表
方
法

　

建
設
産
業
課
窓
口
お
よ
び
町
Ｈ
Ｐ
に
て
公
表

● 

公
表
期
間
お
よ
び
意
見
受
付
期
間

　

10
月
15
日（
金
）～
10
月
29
日（
金
）

● 

意
見
の
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
産
業
課（
☎
６
３
７
・
３
１
２
２
／
FAX

６
３
７
・
３
１
５
２
）

　

電
子
メ
ー
ル

aizum
i@

tow
n.aizum

i.tokushim
a.jp

　

平
成
22
年
度
戦
没
者
追
悼
式
を
11
月
11
日（
木
）午
前
10
時
か
ら
町
民
シ
ア

タ
ー（
役
場
４
階
）で
行
い
ま
す
。

　

町
へ
の
転
入
な
ど
に
よ
り
、
新
た
に
本
町
で
の
式
典
へ
出
席
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
福
祉
課（
☎
６
３
７
・
３
１
１
４
）ま
で
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

戦
没
者
追
悼
式  

～
11
月
11
日
︵
木
︶
～

年　　齢 対　　　　象 費用負担軽減証明書 町内医療機関

64歳以下 住民税非課税世帯 ・ 生活保護世帯 必　要 無　　料

65歳以上

住民税非課税世帯 ・ 生活保護世帯 必　要 無　　料

その他の世帯 不　要 自己負担 1,500 円
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た
が
や
せ
農
地
！

み
ん
な
で
実
り
を
と
り
も
ど
そ
う

10
月
24
日（
日
）は「
一
斉
耕
起
の
日
」

　

町
農
業
委
員
会
で
は
、
耕
作
放
棄
地
を
解

消
し
、
か
け
が
え
の
な
い
農
地
を
守
り
活
か

す
運
動
を
推
進
す
る
た
め
、
10
月
24
日（
日
）

を「
一
斉
耕
起
の
日
」と
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
農
家
の
皆
さ
ん
も
、
農
地
保
全
の
大

切
さ
を
再
認
識
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
農
地
で
耕

起
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

チ
ッ
プ
材
配
布
終
了
し
ま
し
た

　

広
報
あ
い
ず
み
８
月
号
で
掲
載
し
て
い
ま

し
た
、チ
ッ
プ
材
の
無
料
配
布
に
つ
い
て
は
、

お
か
げ
で
終
了
し
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
平
成
23
年
１
月
か
ら（
第
１
・
第

３
金
曜
日　

午
前
８
時
30
分
～
11
時
30
分
）

の
予
定
で
す
。

問 

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
２
・
１
８
３
０
）

ＡＬＴ（外国語指導助手）の紹介
９月から、２人のＡＬＴの方が、町内の英語
教育のために、来町しています。
　小・中学校に加え、今年は、幼稚園でも、
子どもたちに英会話を教えています。子ども
たちも大喜びで、自然体で英会話に親しんで
います。
　また、10月からは、一般向け英会話教室（コ
ミュニティーセンター）の先生としても活躍中です。

●LaVan Marcella Overfield  （ラヴァン マルセラ オーバーフィールド）
　出身／アメリカ合衆国　ノースダコタ州 ヘブロン
　　　　アメリカのノースダコタ州から、日本に来ました。
　　　ハワイを始め、イリノイ、ミネソタなどの州にも、住　
　　　んだことがあります。ミネソタで３年間、日本語を勉強
　　　して、将来は、アメリカで小学校の先生になりたいと思
　　　い、日本に来ることにしました。子どもたちと、楽しく
　　　英語を勉強をして、がんばりたいです。
●Elise Annabel Bianchi （エリス アナベル ビアンキ）
　出身／オーストラリア　クイーンズランド州　ブリスベン
　　　　藍住町に来て、１か月たちましたが、落ち着いた町と
　　　の印象を受けています。
　　　　授業はとても、面白いです。
　　　　これからも、子どもたちのために、続けてがんばります！

１／取引等の記録・保存（平成22年10月1日から）
米、米加工品を①出荷・販売、②入荷・購入、③事
業所間の移動、　④廃棄 などした場合は、その記録
を作成し、原則３年間保存することが必要となります。
２／産地情報の伝達（平成23年7月1日から）
米・米加工品を、他の事業者へ譲り渡す場合、伝票
等又は商品の容器・包装への記載により、産地情報
の伝達が必要となります。
また、一般消費者に販売・提供する場合、産地情報
の伝達が必要となります。

〜「消したかな」 あなたを守る　合言葉〜
住宅用火災警報器は設置済みですか？
　平成18年から、すべての住宅に住宅用火災警報器等の設置が義務づけられました。
　平成23年５月31日までに住宅用火災警報器等を設置する必要があります。
　住宅用火災警報器の種類や設置場所等のご相談は板野東部消防組合まで
問  板野東部消防組合（☎698・0119）

秋の全国火災予防運動　　11 月９日〜 15 日

米トレーサビリティ法が
スタートします

古い電話帳の回収に
ご協力を！

農林水産省のＨＰでは、米トレーサビリティ法についての詳しい情報
を掲載しています。

　米トレーサビリティ法に関するご相談、説明
会の開催要望など、お問い合わせください。
　徳島農政事務所 食糧部 計画課（☎622 ・6133）

　ＮＴＴグループでは、地球にやさしい取り組み
として、新しい電話帳をお届けする際に古い電話
帳を回収させていただき、それを新しい電話帳の
原材料とする『電話帳クローズドループリサイク
ル』の取り組みを行っています。11月に新しい電話
帳をお届けした際には、配達員に今までお使いに
なった古い電話帳をお渡しください。
　なお、配達時にご不在の場合は、後日改めて回
収にお伺いしますので、タウンページセンタまで
ご連絡ください。
問  タウンページセンタ
   （☎0120・506・309）無料
   午前９時～午後５時（土、日、祝日、年末年始
   （12月29日～１月３日）除く）
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子どもが健やかに
生きるために

藍住町スローガン
守れ人権　許すな差別

また一人　笑顔一つで　広がる輪
６年　前田　玲菜

心まで　あったかくなる　友達パワー
６年　村山あおい

差別なく　明るい心で　生きてゆこう
６年　岡崎　良夢

友だちと　いっしょに作ろう　笑顔の輪
６年　平田　麻奈

藍住西小学校児童作品人権標語

　高度経済成長の幻影が消え、日本の現状があらわになっているこのごろ、多くの悲しい出来事が新聞やテレ
ビで話題になっています。戸籍に存在しつつ、生存不明の多くの高齢者のこともその一つですが、そんな記事
の中で私が気になるのは、子どもに関することです。親による子どもへの虐待・無関心・放置など、心を痛め
ることがたくさんあります。適切な対応がとられず、命を奪われる子どもたちが後をたちません。子どもは親
から生まれ、親（または保護者）によって育てられます。子どもは保護され誰かに頼らざるを得ない弱い存在で
す。しかし、だからといって、大人が勝手に子どもに何をしてもいいということはない筈です。
 　15年前に『子どものしあわせのための約束』という本が、徳島から発行されました。ご存知ですか？　この
本は、子どもたちが幸せになることを願って定めた国際条約 「子どもの権利条約」注１） の条文を子どもたちに
もわかりやすく（もちろん大人にも）理解できるように書かれた本です。普通、条文というと一般の人が読みな
れていない難しい言葉で書かれていますが、この本では、読んでそのままわかるような平易な言葉で書かれて
います。

　この前文に集約されているように、子どもたちに幸せに育って欲しいという気持ちが全条文に含まれていま
す。また、親や大人は子どもたちが伸び伸びと自己表現をしつつ、育ちゆくさまを見守ることが大切であるこ
とと、良い方向に導き手助けをすることが必要であるとも書かれています。
　この本をあらためて読み返し、子どもたちが健やかに育ち、健全な人間となるように願っています。

 おはなしぱれっと　 徳元 月美
 
※注１)	正式名「児童の権利に関する条約」1989年国連総会で採択
※注２) 『子どものしあわせのための約束』クリネット徳島編　教育開発研究所　1995

　子どもは、社会のなかの大切なひとりとして、認められなければなりません。子どもには、何よりも、
愛情と理解と思いやりが必要です。そして、自由な明るい雰囲気のなかで、育てられます。
　子どもを守り育てるために、一番大切なのは家族です。子どもが、しあわせに子ども時代をおくり、
人間として正しく伸びていくためには、あたたかい家庭のなかで、家族と心をかよわせながら、安心し
て暮らしていくことが必要です。国は、親の考えを大切にし、家族を助け守らなければなりません。
また、どの国にも、とてもつらい生活をしている子どもたちがいます。戦争のために、また食べ物や薬
がないために、多くの子どもたちが死んだり、病気やけがをしています。その国だけでは、その子ども
たちを守ることはできません。よその国からの助けが必要です。
世界の子どもたちの苦しみをなくし、もっとしあわせに暮らせるようにと願って、世界中の国々が協力
して、このきまりをつくり、お互いに守り合おうと約束したのです。

『子どものしあわせのための約束』はじめに（前文）より注2）
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日　
　

時　

11
月
21
日（
日
）

午
前
８
時
30
分
か
ら

場　
　

所　

体
育
セ
ン
タ
ー

チ
ー
ム
編
成　

町
内
同
一
団
体
・
職
場（
町

内
事
務
所
に
勤
務
す
る
者
）で
編
成
さ
れ

た
男
性
チ
ー
ム
・
女
性
チ
ー
ム
で
あ
っ
て

選
手
15
人（
監
督
１
人
を
含
む
）の
編
成
と

し
、
背
番
号
を
付
け
る
こ
と

●
学
生
は
除
く

●
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
連
合
チ
ー
ム
可

申
込
期
限　

11
月
12
日（
金
）

問 

教
育
委
員
会　
（
☎
６
３
７
・３
１
２
８
）

情情報報 NNOOWW
町の掲示板

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
＆

　
　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会

“
の
び
の
び
～
と

　
　
　

ス
ト
レ
ッ
チ
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
♪
”

日　
　

時　

10
月
25
日（
月
）

午
後
７
時
30
分
～
９
時

場　
　

所　

体
育
セ
ン
タ
ー

内　
　

容　

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

参
加
費　

無
料　

　

小
さ
い
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
ど
な

た
で
も
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し

ま
す
。

主

催　

体
育
指
導
委
員
会
・
教
育
委
員
会

問 

教
育
委
員
会　
（
☎
６
３
７
・３
１
２
８
）

　

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す
。

日　
　

時　

10
月
31
日(

日)

　
　
　
　
　

午
後
３
時
集
合

集
合
場
所　

町
民
体
育
館

参
加
資
格　

町
内
在
住
者
、
在
勤
者

●
一
般
の
部（
中
学
生
以
上
）

●
子
ど
も
の
部（
小
学
生
）

各
部
と
も
１
チ
ー
ム
５
人

申
込
締
切　

10
月
25
日（
月
）

主

催　

町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

申
・
問 

教
育
委
員
会

（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

健
康
づ
く
り
講
習
会

　

保
健
栄
養
推
進
員
に
よ
る
講
習
会
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
徳
命
地
区
】

日　
　

時　

10
月
20
日（
水
）

午
前
11
時
30
分
～
午
後
１
時

場　
　

所　

徳
命
老
人
憩
の
家

対
象
者　

徳
命
地
区
に
お
住
ま
い
の
方

申
込
受
付　

10
月
18
日（
月
）

【
東
部
地
区
】

日　
　

時　

11
月
９
日（
火
）

午
前
11
時
30
分
～
午
後
１
時

場　
　

所　

東
部
老
人
憩
の
家

対
象
者　

東
部
地
区
に
お
住
ま
い
の
方

申
込
期
間　

10
月
18
日（
月
）～
29
日（
金
）

内　
　

容　

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

健
康
料
理
の
試
食
会

定

員　

各
25
人（
申
込
順
）

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
６
９
２・８
６
５
８
）

は
、
会
場
に
い
な
い
当
選
者
は
無
効
と
し

ま
す
。

★
種　

目
★

町
民
体
育
館　

▲

健
康
年
齢
測
定▲

カ
ロ
ー

リ
ン
グ▲

シ
ャ
ッ
フ
ル
ボ
ー
ド▲

握
力
、

前
屈
測
定▲

ビ
ー
ン
ボ
ウ
リ
ン
グ▲

幼
児

コ
ー
ナ
ー▲

輪
投
げ

藍
住
中
学
校
体
育
館　

▲

ダ
ン
ス（
リ
ズ
ム

体
操
・
健
康
体
操
・
キ
ッ
ズ
エ
ア
ロ
な
ど
）

藍
住
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド ▲

ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル▲

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ▲

ス
ト
ラ
ッ
ク

ア
ウ
ト▲

タ
ー
ゲ
ッ
ト
マ
ッ
ト

★
競
技
種
目
★　

▲

囲
碁
ボ
ー
ル▲

ペ
タ
ン

ク▲

ソ
フ
ト
バ
レ
ー（
２
時
開
始
））

◆

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
、
３
位
ま
で
賞

品
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問 

教
育
委
員
会（
☎
６
３
７・３
１
２
８
） 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２
・
５
０
０
０
）

日　
　

時　

10
月
31
日（
日
）

午
前
９
時
～
開
会
式

場　
　

所　

藍
住
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
雨
天
時
は
町
民
体
育
館
）

参
加
方
法　

①
受
付
で
ラ
リ
ー
カ
ー
ド
を
も
ら
う
。

（
１
人
１
枚
）午
前
８
時
30
分
か
ら

②
競
技
に
参
加
し
て
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
も

ら
う
。（
開
会
式
参
加
で
１
ス
タ
ン
プ
！
）

③
午
前
11
時
30
分
か
ら
受
付
で
ラ
リ
ー
カ
ー

ド
を
抽
選
カ
ー
ド
に
交
換

※
ラ
リ
ー
カ
ー
ド
で
好
き
な
食
べ
物
が
食
べ

ら
れ
ま
す
！（
う
ど
ん
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
な
ど
）

※
種
目
の
ス
タ
ン
プ
が
５
コ
以
上
で
抽
選

カ
ー
ド
に
交
換
で
き
ま
す
。

●

開
会
式
の
後
に『
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
』

●

閉
会
式
の
前
に『
抽
選
大
会
』

豪
華
景
品
が
あ
た
る
！

◆

事
前
参
加
申
込
者
抽
選
会
と
抽
選
大
会

第
４
回
あ
い
ず
み
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
！ 

家
族
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

募　
　

集

第
39
回 

各
種
団
体
・
職
場
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
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お
で
か
け
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

「
哲
学
の
道
と
東
山
ウ
オ
ー
ク
」

　

京
都
・
東
山
を
堪
能
で
き
る
コ
ー
ス
で
す
。

人
気
が
高
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
の
で
お
申
し
込

み
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

日

時　

11
月
６
日（
土
）午
前
６
時
30
分

プ
ー
ル
跡
駐
車
場
出
発

対
象
者　

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会

員
で
10
k
m
を
完
歩
で
き
る
方

参
加
費　

４
，
５
０
０
円

定

員　

40
人（
先
着
順
）

申
込
開
始　

10
月
18
日（
月
）か
ら

※
昼
食
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
10
月
30
日
以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、
参
加

費
の
返
金
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し

ま
す
。

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２
・
５
０
０
０
）

オ
ト
コ
の
剣
山
登
山

　

登
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
も
初
め
て
登
る
人

も
、
今
の
自
分
の
体
力
を
確
認
す
る
チ
ャ
ン

ス
で
す
。

　

男
性
の
方
の
運
動
習
慣
定
着
を
目
的
と
し

た
登
山
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

日

時　

11
月
３
日（
祝
・
水
）午
前
７
時

プ
ー
ル
跡
駐
車
場
出
発

対
象
者　

①
町
民
ま
た
は
在
勤
者
で
男

性
の
方

②
①
の
方
に
同
伴
さ
れ
る
女
性
の
方（
先
着

10
人
ま
で
）

参
加
費　

３
，
０
０
０
円

定

員　

20
人（
先
着
順
）

申
込
開
始　

10
月
18
日（
月
）

※
昼
食
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
10
月
30
日
以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
参
加
費

の
返
金
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２
・
５
０
０
０
）

あ
い
ず
み

　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
交
流
会

　

秋
空
の
も
と
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
で
ス
テ
キ

な
汗
を
か
き
ま
し
ょ
う
。

日

時　

11
月
13
日（
土
）午
前
８
時
30
分

受
付　

９
時
開
始

場

所　

町
河
川
敷
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

対
象
者　

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会

員
で
小
学
３
年
生
以
上
の
方

参
加
費　

小
学
３
～
６
年
生
１
５
０
円

中
学
生
以
上
３
０
０
円

申
込
開
始　

10
月
18
日（
月
）か
ら

※
参
加
賞
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
あ
り

※
詳
し
く
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ま
で
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２
・
５
０
０
０
）

食
生
活
教
室

　

普
段
の
基
本
的
な
食
事
の
基
礎
を
学
ぶ

教
室
で
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日

時　

10
月
25
日（
月
）

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

場

所　

保
健
セ
ン
タ
ー

内

容　
「
健
康
長
寿
の
食
事
に
ト
ラ
イ

し
よ
う
！
」

講

師　

㈳
徳
島
県
栄
養
士
会

管
理
栄
養
士

参
加
費　

無
料

申
込
締
切　

10
月
22
日（
金
）

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
２
・
８
６
５
８
）

マ
マ
チ
ャ
リ
教
室

　

本
格
的
な
自
転
車
は
必
要
な
し
！
お
う

ち
に
あ
る
マ
マ
チ
ャ
リ
で
６
番
札
所
安
楽
寺

ま
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

日

時　

11
月
20
日（
土
）

午
前
10
時
体
育
セ
ン
タ
ー
出
発

目
的
地　

６
番
札
所　

安
楽
寺

対
象
者　

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員

参
加
費　

無
料

申
込
開
始　

10
月
18
日（
月
）か
ら

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し

ま
す
。

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２
・
５
０
０
０
）

公
開
講
座

●
急
性
心
筋
梗
塞
公
開
講
座

日

時　

10
月
31
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

内

容　

講
義

「
急
性
心
筋
梗
塞
か
ら
生
還
す
る
方
法
」

徳
島
赤
十
字
病
院　

副
院
長　

日
浅
芳
一

「
か
か
り
つ
け
医
に
お
け
る
急
性
心
筋
梗

塞
の
治
療
と
実
際
に
つ
い
て
」

鈴
木
内
科　

副
院
長　

鈴
木
直
紀

▲

体
験
談

申
込
締
切　

10
月
18
日（
月
）

●
脳
卒
中
公
開
講
座

日

時　

11
月
７
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

内

容　

講
義

「
脳
卒
中
の
治
療
の
現
状
に
つ
い
て
」

健
康
保
険
鳴
門
病
院

脳
神
経
外
科
部
長　

阿
川
昌
仁

▲

体
験
談

申
込
締
切　

10
月
20
日（
水
）

場

所　

徳
島
市
ふ
れ
あ
い
健
康
館

第
２
会
議
室

参
加
費　

無
料

申
・
問 

県
東
部
保
健
福
祉
局

（
徳
島
保
健
所
）医
療
企
画
担
当

（
☎
６
５
２
・５
１
５
２
／
ＦＡＸ
６
５
２
・９
３

３
４
）

＊
住
所（
町
名
）、
氏
名
、
年
代
、
当
日
質
問

　

し
た
い
内
容
や
意
見
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
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あ
な
た
の
声
を
お
聴
き
し
ま
す

　
「
秋
の
行
政
相
談
週
間
」

　

10
月
18
日（
月
）か
ら
24
日（
日
）ま
で
は
、

秋
の
行
政
相
談
週
間
で
す
。

　

行
政
相
談
週
間
は
、
総
務
省
が
行
政
相
談

制
度
を
広
く
国
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し

利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
全
国
一
斉
に

実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
行
政
相
談
週
間
中
に
、
町
で
は
行
政

相
談
委
員
が
徳
島
行
政
評
価
事
務
所
の
支
援

の
も
と
、
次
の
と
お
り
行
政
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。

　

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
、
苦
情
が
あ
る
、

困
っ
て
い
る
、
こ
う
し
て
ほ
し
い
、
制
度
や

仕
組
み
が
分
か
ら
な
い
な
ど
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。

日

時　

10
月
22
日（
金
）

午
後
１
時
～
４
時

場

所　

町
福
祉
セ
ン
タ
ー　

１
階

会
議
室

問 

住
民
課（
☎
６
３
７
・
３
１
１
２
）

行
政
相
談
所

日 月 火 水 木 金 土

31 15
税金
相談

16

17 18
人権
相談

19
一般
相談

20 21 22
行政
相談

23

24 　　

　　 31

25 26 27 28
法律
相談

29 30

日 月 火 水 木 金 土

 1
行政
相談

2
一般
相談

3 4 5 6

7 8
人権
相談

9 10 11
法律
相談

12 13

14 15 16
一般
相談

17 18 19
税金
相談

20

21 22 23 24 25
法律
相談

26 27

28 29 30

【
10
月
・
11
月
相
談
日
の
お
知
ら
せ
】

心配ごと相談所カレンダー
10月

11月

※法律相談については完全予約制となっています。 ※相談は無料・秘密厳守です。 
●場所／福祉センター１階相談室
●こども相談（月曜日～金票日/午前中）「富吉・東中富・奥野・徳命・西部・住吉・勝瑞の各児童館」
●保健相談（毎週月曜日/午後）…「保健センター」
●介護相談（随時受付）…「地域包括支援センター」
●年金相談（随時受付）…「住民課」
●時間／人権、行政相談は午後1時30分～3時30分、その他は午後1時～3時
●相談センター専用電話（☎692・6222）

司
法
書
士
に
よ
る

　
　
　
　
　

夜
間
電
話
無
料
相
談

実
施
日
時　

毎
週　

月
曜
・
水
曜
・
金
曜

午
後
５
時
～
８
時（
た
だ
し
、
祝
日
・
12

月
29
日
～
１
月
４
日
・
８
月
12
日
～
15
日

は
休
み
）

相
談
形
態　

電
話
無
料
相
談

電
話
番
号　
（
☎
６
２
２
・
１
２
３
４
）

対
応
要
員　

当
会
所
属
司
法
書
士

無
料
法
務
相
談
の
実
施

　

県
行
政
書
士
会
徳
島
北
部
支
部
に
よ
る
行

政
書
士
無
料
相
談
会
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

日

時　

10
月
25
日（
月
）午
後
２
時
～
５
時

場

所　

役
場
１
階　

住
民
相
談
室

相
談
事
項

①
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
の
こ
と

②
権
利
義
務
に
関
す
る
書
類
の
こ
と

③
事
実
証
明
に
関
す
る
書
類
の
こ
と

相
談
方
法　

予
約
制
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

多
田
行
政
書
士　

（
☎
０
９
０
・
７
６
２
１
・
８
８
１
３
）

森
江
行
政
書
士

（
☎
０
９
０
・
９
６
９
４
・
３
０
３
１
）

吉
田
行
政
書
士

（
☎
０
９
０
・
７
９
７
１
・
７
５
９
１
）

相　
　

談

コ　ー　ス　Aコース（初級～中級）　Bコース（初級）　Cコース（入門）　
日　　時　10月～３月の水曜日　午後７時～８時30分
　　　　　Ａ、Ｂ　隔週で開催　10月、11月の予定
　　　　　◆Aコース　10月27日/11月17日  ◆Bコース10月20日/11月10日・24日
　　　　　Ｃ　毎週開催（10月13日から）
場　　所　町福祉センター２階
資　料　代　各コース￥５００　
テキスト　A.コース「新日本語の中級」　B.C.コース「みんなの日本語初級Ⅰ」　
申 ・問　 I’s（町国際交流協会）事務局（町福祉センター内） （☎ 692・9951／FAX 692・1626）　
　　　　　E-Mail　aizumi_kokusai@garnet.nmt.ne.jp

I’s（町国際交流協会） 2010 年度後期 外国人対象 日本語講座
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●ホームゲームご案内
　10月17日（日）19：00～　VSロアッソ熊本
　10月31日（日）16：00～　VSアビスパ福岡
　11月14日（日）17：00～　VS横浜ＦＣ　
●試合会場
　ポカリスエットスタジアム

川
真
田
弘
・
渡
辺
智
恵
子
藍
色
の
世
界

　

徳
島
の
風
景
を
藍
で
染
め
た
作
品
、
阿
波

藍
の
素
晴
ら
し
い
色
彩
の
作
品
を
展
示
即
売

し
て
い
ま
す
。

と　

き　

10
月
31
日（
日
）ま
で

と
こ
ろ　

藍
の
館　

展
示
室

「
藍
と
舞
」
コ
ラ
ボ
展

  　
　
　

藍
染
と
木
工
職
人
達

　

藍
染
貼
り
の
衡
立
・
テ
ー
ブ
ル
・
洗
面
台
・

遊
山
箱
・
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
や
各
作
家
達
に
よ

る
寄
木
・
金
彩
工
芸
・
網
代
織
り
・
ト
ー
ル

ペ
イ
ン
ト
・
陶
芸
・
山
野
草
・
盆
栽
な
ど
約

７
０
０
点
を
展
示
即
売
し
て
い
ま
す
。

と　

き　

10
月
31
日（
日
）ま
で

と
こ
ろ　

藍
の
館　

西
寝
床

主　

催　

舞
工
房（
☎
０
９
０
・４
３
３
０
・７

１
６
９
担
当　

多
田
）

後　

援　

エ
ー
ア
イ
テ
レ
ビ
㈱

町
観
光
物
産
協
会

藍
住
南
小
学
校
作
品
展

　

全
学
年
の
図
工
な
ど
の
作
品
を
展
示
し
て

い
ま
す
。
児
童
の
力
作
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

と　

き　

11
月
２
日（
火
）～
28
日（
日
）

と
こ
ろ　

藍
の
館　

展
示
室

▼
第
１
日
曜
日　
　

琵
琶
演
奏
体
験

▼
第
１
月
曜
日　
　

ぞ
め
き
演
奏

▼
第
２
日
曜
日　
　

尺
八
演
奏

▼
第
３
日
曜
日　
　

琴
演
奏
体
験
学
習

▼
第
４
日
曜
日　
　

民
謡
・
三
味
線
合
奏
会

問 

藍
の
館 

（
☎
６
９
２
・
６
３
１
７
）

藍
の
館
イ
ベ
ン
ト

　

日
本
古
来
の
染
料
と
し
て
の
藍
、
伝
統
的

な
阿
波
藍
と
触
れ
あ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

藍
の
文
化
・
歴
史
を
学
び
、
藍
建
て
・
染

色
等
藍
の
青
さ
・
自
然
の
色
や
藍
の
好
き
な

方
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間　

10
月
か
ら

年
会
費　

１
，
０
０
０
円

「
藍
の
館
」
友
の
会
会
員
募
集

日

時　

10
月
23
日（
土
）

午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

場

所　

徳
島
刑
務
所

内

容　

●

刑
務
所
内
見
学 ●

刑
務
作
業

「
藍
染
」体
験
コ
ー
ナ
ー ●

刑
務
所
作
業

製
品
の
展
示
・
販
売

問 

徳
島
刑
務
所
作
業
担
当（
☎
６
４
４
・
０
１
１
４
）

お
は
な
し
会

と　

き　

毎
週
日
曜
日　

午
後
２
時
か
ら

あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
き
か
せ
会

と　

き　

毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日

▲

10
月
27
日（
水
）・
11
月
10
日（
水
）

午
前
10
時
30
分
～
11
時

井
隈
読
書
会

と　

き　

毎
月
第
１
木
曜
日

　
　
　
　

11
月
４
日　

午
前
10
時
〜

〈
11
月
の
課
題
図
書
〉「
場
所
」　

瀬
戸
内
寂
聴

井
上
律
子
氏 

お
り
が
み
展

▲

10
月
23
日（
土
）～
11
月
７
日（
日
）

◎
休
館
日

●
毎
週
月
曜
日　

●
祝
日
…
11
月
３
日（
水
）

●
図
書
整
理
日（
第
３
木
曜
日
）…
10
月
21
日（
木
）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
・
予
約
開
始

　
　

館
内
O
P
A
C
で
図
書
館
資
料
の
検

索
・
予
約
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
予
約
す
る
に
は
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

H
P
ア
ド
レ
ス　

https://lib.tow
n.aizum

i.
tokuhim

a.jp

問 

図
書
館（
☎
６
９
２
・
０
０
７
０
）

図
書
館
の
行
事

第
29
回
徳
島
矯
正
展

町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

       

オ
ー
プ
ン
一
周
年
記
念

　

河
川
敷
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ
ン
一
周

年
記
念
と
し
て
、
10
月
31
日
ま
で
無
料
で
プ

レ
ー
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
大
会
コ
ン
ペ
開
催
時
（
10
月
17

日
・
23
日
）
は
午
後
か
ら
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問 

河
川
敷
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

（
☎
６
９
３
・
１
０
２
０
）

第
25
回
藍
美
展

日

時　

10
月
31
日（
日
）〜

11
月
３
日（
水
・
文
化
の
日
）

場

所　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

●
入
場
無
料

★
来
場
者
に
抽
選
で
会
員
の
作
品
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問 

町
美
術
協
会
事
務
局（
☎
６
４
１
・
１
１
８
１
）

催
し
物
・
そ
の
他

催
し
物
・
そ
の
他
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　地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れるよう、健康
チェックや健康体操、お話、レクリエーション等の内容で各地
域老人憩の家で開催しますので、お気軽にご参加ください。

開催日 曜日 時　間 場　所 内　容

10月15日 金 午後１時30分〜３時 東中富老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

10月18日 月 午前９時30分〜11時 住吉老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

10月25日 月 午前９時30分〜11時 乙瀬老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

10月25日 月 午前９時30分〜11時 奥野老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

11月１日 月 午後１時30分〜３時 東部老人憩の家 健康チェック
室内ゲーム

11月２日 火 午後１時30分〜３時 西部老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

11月10日 水 午後１時30分〜３時 富吉老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

住所・年齢に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。
内容：健康チェック・（お話・体操・レクリエーション等）を行っています。

問 　社 会 福 祉 協 議 会 （☎692・9951）
地域包括支援センター （☎637・3175）

いきいきサロンのご案内

（氏 名） （年 齢） （住  所）

窪　　　理恵 47歳 東中富字鑓場傍示
紙永　　和代 59歳 笠木字中野
中野　千鶴子 82歳 笠木字中野
青木　　　巖 87歳 乙瀬字青木
大野　　満子 79歳 東中富字西傍示
福本　シズヱ 86歳 矢上字北分
原田　　知子 46歳 乙瀬字出来地
篠原　　常夫 78歳 勝瑞字成長 
髙橋　源三郎 90歳 東中富字敷地傍示
奥田　　利夫 80歳 奥野字猪熊
野村　　泰一 82歳 富吉字穂実
渡辺　　尊信 78歳 徳命字元村
川村　　　薫 83歳 徳命字前須西
木内　　孝昭 84歳 東中富字東傍示
松原　シマノ 96歳 奥野字原

地域の子どもは、
　　　　地域で守り育てましょう

こんにちは赤ちゃんこんにちは赤ちゃん 9月9月こんにちは赤ちゃん

子どもは、私たちの宝です
藍 住 町 青 少 年 健 全 育 成 会 議
藍住町民生委員児童委員協議会
藍 住 町 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会
板野西部青少年補導センター

に
ん
げ
ん
の
嘘
ふ
っ
て
く
る
麦
畑　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
曇　

統
太

蛍
や
女
形
の
裸
見
て
し
ま
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
窪　

則
子

せ
せ
ら
ぎ
の
音
か
す
か
な
り
若
葉
蔭　
　
　
　
　
　
　
　

小
島
ト
ミ
エ

無
理
も
せ
ず
楽
も
せ
ぬ
な
り
片
か
げ
り　
　
　
　
　
　
　

桜
木　

葉
子

ダ
バ
ダ
バ
ダ
ア
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
ダ
バ
ダ
バ
ダ　
　
　
　
　

田
子
閑
野
子

蛍
狩
行
き
も
帰
り
も
車
な
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
田
み
も
ざ

朝
焼
け
や
水
面
を
か
け
る
霧
の
詩　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
山　

雅
則

並
木
青
々
方
言
の
な
き
街
に
来
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

原　
　

秀
樹

捕
虫
網
も
う
子
の
い
な
い
部
屋
い
く
つ　
　
　
　
　
　
　

平
岡　

育
子

加
章

枇
杷
を
剥
く
昭
和
三
十
年
代
の
色　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
窪　

青
樹

あいずみ 俳 壇
上窪　青樹　選

（住  所）（母）（父）（性別）（ふりがな）（子の氏名）

藤本　　悠良 （ゆ　ら）　 男  　浩　司 ・ 由香里　　矢上字原

坂本　　陽菜 （ひ　な）　 女  　耕一郎 ・ 　恵　　　住吉字神蔵

西田　　成輝 （なるき）　 男  　雅　史 ・ 直　美　　矢上字安任

久保　　凛音 （りおと）　 男  　弘　之 ・　恵　　　住吉字若宮

大下　　楓花 （ふうか）　 女  　順　也 ・あゆみ　　奥野字矢上前

古川　優希音 （ゆきね）　 女  　伸　洋 ・加寿美　　徳命字元村

前田　　紗那 （さ　な）　 女  　大　助 ・真　弓　　笠木字中野

楠　　あおい （あおい）　 女  　俊　弘 ・由　枝　　徳命字名田

久次米　和樹 （かずき）　 男  　将　樹 ・利枝子　　富吉字富吉

永濵　　雄也 （ゆうや）　 男  　　駿　 ・里　枝　　乙瀬字中田

武市　　玲央 （れ　お）　 男  　章　宏 ・美　里　　乙瀬字青木

冨永　　萌花 （も　か）　 女  　武　志 ・かおる　　勝瑞字東勝地

立道　　蒼汰 （そうた）　 男  　裕　希 ・亜　希　　乙瀬字乾

藤　　　瑛太 （えいた）　 男  　照　彦 ・美　紀　　富吉字豊吉

生越　　翔子 （か　こ）　 女  　勝　行 ・真由美　　矢上字西

棚上　　敬介 （けいすけ）　 男  　　勝　 ・典　子　　住吉字逆藤
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西条北島線

徳島環状線

●はなまるうどん

●洋服の青山

●陸運局

●

エネオス
ＧＳマルナカ成長店●

サティア●

四国三郎橋▼

たなもと
耳鼻咽喉科

Ｎ

じ び いん こう か

たなもと耳鼻咽喉科
クリニック

診療科目：耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科
TEL088-683-3987（サンキューハナ）
マルナカ成長店 南200m エネオスはいる

院長 棚本 洋文
（社）日本耳鼻咽喉科学会 認定 耳鼻咽喉科専門医
（社）日本アレルギー学会 認定 アレルギー専門医

土

●
金

●
●

木

●
●

水火

●
●

月

●
●

診察時間

８:45～12:00

14:30～18:30

８月/11日㈬・12日㈭・13日㈮・14日㈯・15日㈰
お盆休みで、休診させていただきます。予約専用電話 088-683-3381（ミミハイチバン）

増田クリニック
TEL：  088 - 693 - 3020
藍住町役場東500ｍ

特定健診・予防接種・禁煙指導承ります。
●診療科目：内科・循環器科・

心臓血管外科・ペインクリニック内科

土
○
5：30
まで

金
○
○

木
○
／

水
○
○

火
○
○

月
○
○

診療時間
午前 ９：00～12：30
午後 ２：30～６：30

生命保険・損害保険・無料相談

株式会社 藍住町住吉字神蔵 46-2
http://www.ask-hoken.com
10:00～18:00 休日・夜間の時間帯のご予約可（088）678‒6502

A S K
等々…何でもお気軽にご相談下さい

学資保険個人年金

入院費用自動車保険

名田橋 四国三郎橋

●ミニストップ

●みちよ亭

●ファミリーマートキョーエイ●

コーナン●

ASK

●
ケーズデンキ

先進医療

※このページの広告収益は防災事業に役立てられています。

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

。

秋
の
バ
ラ
ま
つ
り

10
月
23
日（
土
） 

～ 

31
日（
日
）

　

バ
ラ
園
で
は
、
約
２
７
０
種
類
、
１
０
０

０
株
の
バ
ラ
が
咲
き
誇
り
、

豊
潤
な
バ
ラ
の
芳
香
が
園
内

に
た
だ
よ
っ
て
い
ま
す
。
色

と
り
ど
り
の
バ
ラ
を
是
非
ご

鑑
賞
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
休
日
は
駐
車
場
が
大
変
混
雑
し
ま

す
の
で
、
緑
の
広
場
前
駐
車
場
・
町
民
プ
ー

ル
跡
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問  

建
設
産
業
課（
☎
６
３
７
・
３
１
２
０
）

第
７
回
あ
い
ず
み
文
化
祭

　

町
文
化
協
会
の
団
体
会
員
、
個
人
会
員
が

日
ご
ろ
の
活
動
状
況
や
成
果
を
文
化
祭
で
発

表
し
ま
す
。
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日

程　

11
月
13
日（
土
）～
14
日（
日
）

▼
13
日（
土
）10
時　

開
会
行
事

▼
10
時
20
分
お
は
な
し「
に
じ
の
会
」活
動
報
告

▼
10
時
30
分
勝
瑞
城
館
跡
の
整
備
と
活
用
に

む
け
て

▼
13
日（
土
）午
前
10
時
～
午
後
６
時
・
14
日

（
日
）午
前
10
時
～
午
後
１
時 

作
品
展
示

▼
14
日（
日
）　

正
午
～
午
後
４
時　

舞
台
発
表

場

所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
役
場
４
階
）

入
場
無
料

主

催　

町
文
化
協
会

問  

教
育
委
員
会（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）
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